
前年より人口は減少，世帯数は増加 
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結果の概要 
 

１  推計人口 

 

 

 

 平成 30 年 10 月 1 日現在の人口は 146 万 8,980 人，世帯数は 72 万 1,045 世帯で，前年と

比べて，人口は 3,047 人（0.2％）の減少，世帯数は 5,141 世帯（0.7％）の増加となって

います。人口を男女別にみますと，男性は 69 万 5,829 人，女性は 77 万 3,151 人で，前年

と比べて，男性は 1,724 人（0.2％），女性 1,323 人（0.2％）の減少となりました。 

 また，女性を 100 とした場合の性比（男性比率）は 90.00 となり，昭和 53 年以降低下が

続いています。 

図１ 月次推移（各月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 年次推移（各年 10 月 1 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）平成 27 年までは国勢調査結果，平成 2８年以降は推計人口である。 
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 平成30年10月１日現在の人口を行政区別に見ますと，最も多いのは伏見区の27万8,265

人（全体の占める割合は 18.9％）で，次いで右京区の 20 万 3,992 人（同 13.9％），左京区

の 16 万 7,932 人（同 11.4％）と続いています。 

 一方，人口が最も少ないのは東山区の 3万 7,400 人（同 2.5％）で，次いで下京区の 

8 万 2,717 人（同 5.6％），上京区の 8万 4,620 人（同 5.8％）の順となっています。 

 

図３ 行政区別人口の比率（平成３０年 10 月 1 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成30年10月１日現在の世帯を行政区別に見ますと，最も多いのは伏見区の12万9,028

世帯（全体の占める割合は 17.9％）で，次いで右京区の 9万 7,217 世帯（同 13.5％）， 

左京区の 8万 4,979 世帯（同 11.8％）と続いています。 

 一方，世帯が最も少ないのは東山区の 2万 862 世帯（同 2.9％）で，次いで上京区の 

4 万 7,712 世帯（同 6.6％），下京区の 4万 7,731 世帯（同 6.6％）の順となっています。 

 

図４ 行政区別世帯の比率（平成３０年 10 月 1 日現在） 
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出生数が減少，自然動態のマイナス幅が拡大 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

29年 30年

（人）
出生数 死亡数

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

10年 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30年

（人）

出生数 死亡数

２  人口動態 

 

（１） 自然動態 
 

 

 

 この１年間（平成 29 年 10 月から平成 30 年９月まで）の自然動態をみますと，出生数は

1万 262 人で，前年と比べて 415 人（3.9％）の減少，死亡数は 1万 4,959 人で，前年と比

べて 377 人（2.6％）の増加となり，14 年連続で出生数を上回っています。 

この結果，自然動態による増減数は 4,697 人減少となり，自然動態のマイナス幅が拡大

しました。 

図５ 自然動態月次推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 自然動態年次推移 
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前年より転入は増加，転出は減少 
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（２） 社会動態 
 

 

 

 この１年間（平成 29 年 10 月から平成 30 年９月まで）の社会動態をみますと，転入は

10 万 5,658 人で，前年と比べて 146 人（0.1％）の増加，転出は 10 万 3,114 人で，前年と

比べて 350 人（0.3％）の減少となりました。 

その他の異動（住民基本台帳等の職権による記載，消除又は記載の修正による異動数）

は，この１年間で 894 人減少し，前年と比べて 43 人減少となっています。 

 

図７ 社会動態月次推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 社会動態年次推移 
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３ 年齢（各歳）別推計人口 

 
京都市の人口構造を人口ピラミッドでみますと，大学生などの転入による影響で，19 歳

から 22 歳を中心とした年代層が多いことが特徴となっています。 

また，44 歳から 47 歳は昭和 46 年から 49 年の第２次ベビーブームにより，69 歳から 71

歳は昭和 22 年から 24 年の第１次ベビーブームにより，それぞれ多くなっています。 

一方，52 歳はひのえうまの影響により，72 歳から 73 歳は第２次世界大戦の影響により，

それぞれ少なくなっています。 

 

図９  京都市の人口ピラミッド（平成３０年 10 月 1 日現在） 
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年齢３区分別人口をみますと，15 歳未満の年少人口は 16 万 1,844 人（人口総数に占める

割合は 11.0％），15 歳から 64 歳までの生産年齢人口は 89 万 8,730 人（同 61.2％），65 歳

以上の老年人口は 40 万 8,406 人（同 27.8％）となっています。 

 

図１０ 年齢３区分別推計人口の推移 
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年齢３区分別人口を行政区別の推移でみますと，年少人口の増加は下京区の 12 人（前年

増減率 0.1％）のみとなっており，伏見区の 727 人（同 2.2％），西京区の 397 人（同 2.0％）

の順に 10 行政区が減少しています。 

 次に，生産年齢人口の増減は，増加が南区の 116 人（同 0.2％），下京区の 56 人（同 0.1％）

の２行政区となっており，９行政区は減少しています。 

また，老年人口の増減は，増加が伏見区の1,091人（同1.4％），右京区の785人（同1.4％），

山科区の 446 人（同 1.1％）の順に８行政区となっており，東山区の 147 人（同 1.2％），

下京区の 83 人（同 0.4％），上京区の 47 人（同 0.2％）の順に３行政区が減少しています。 

 

表１ 年齢 3 区分別人口及び構成比

（単位 ： 人，％） 各年10月1日現在

行政区 平成２９年 行政区 平成２９年 行政区 平成２９年

年齢階級 人口 構成比 人口 年齢階級 人口 構成比 人口 年齢階級 人口 構成比 人口

京都市  中京区  南　区

15歳未満 161,844 11.0 164,175 15歳未満 11,539 10.4 11,605 15歳未満 11,718 11.6 11,811

15～64歳 898,730 61.2 902,913 15～64歳 71,558 64.6 71,574 15～64歳 63,819 63.1 63,703

65歳以上 408,406 27.8 404,939 65歳以上 27,737 25.0 27,631 65歳以上 25,659 25.4 25,436

 北　区  東山区  右京区

15歳未満 12,506 10.6 12,626 15歳未満 2,857 7.6 2,952 15歳未満 23,323 11.4 23,632

15～64歳 71,810 60.6 72,395 15～64歳 22,002 58.8 22,346 15～64歳 123,078 60.3 123,440

65歳以上 34,176 28.8 33,867 65歳以上 12,541 33.5 12,688 65歳以上 57,591 28.2 56,806

 上京区  山科区  西京区

15歳未満 7,932 9.4 8,083 15歳未満 14,805 11.0 15,126 15歳未満 19,224 12.9 19,621

15～64歳 53,468 63.2 53,603 15～64歳 77,998 58.0 78,463 15～64歳 89,112 59.7 90,078

65歳以上 23,220 27.4 23,267 65歳以上 41,563 30.9 41,117 65歳以上 40,830 27.4 40,400

 左京区  下京区  伏見区

15歳未満 17,933 10.7 17,997 15歳未満 8,288 10.0 8,276 15歳未満 31,719 11.4 32,446

15～64歳 103,226 61.5 103,712 15～64歳 55,301 66.9 55,245 15～64歳 167,358 60.1 168,354

65歳以上 46,773 27.9 46,419 65歳以上 19,128 23.1 19,211 65歳以上 79,188 28.5 78,097

平成３０年 平成３０年 平成３０年

 

 

表２ 年齢 3 区分別前年比率と増減率 

（単位 ： ％） 各年10月1日現在

行政区 行政区 行政区

年齢階級 人口 増減率 年齢階級 人口 増減率 年齢階級 人口 増減率

京都市  中京区  南　区

15歳未満 △ 2,331 △ 1.4 △ 0.1 15歳未満 △ 66 △ 0.6 △ 0.1 15歳未満 △ 93 △ 0.8 △ 0.1

15～64歳 △ 4,183 △ 0.5 △ 0.2 15～64歳 △ 16 △ 0.0 △ 0.0 15～64歳 116 0.2 △ 0.0

65歳以上 3,467 0.9 0.3 65歳以上 106 0.4 0.1 65歳以上 223 0.9 0.2

 北　区  東山区  右京区

15歳未満 △ 120 △ 1.0 △ 0.1 15歳未満 △ 95 △ 3.2 △ 0.1 15歳未満 △ 309 △ 1.3 △ 0.2

15～64歳 △ 585 △ 0.8 △ 0.3 15～64歳 △ 344 △ 1.5 0.0 15～64歳 △ 362 △ 0.3 △ 0.2

65歳以上 309 0.9 0.4 65歳以上 △ 147 △ 1.2 0.1 65歳以上 785 1.4 0.4

 上京区  山科区  西京区

15歳未満 △ 151 △ 1.9 △ 0.1 15歳未満 △ 321 △ 2.1 △ 0.2 15歳未満 △ 397 △ 2.0 △ 0.2

15～64歳 △ 135 △ 0.3 0.1 15～64歳 △ 465 △ 0.6 △ 0.2 15～64歳 △ 966 △ 1.1 △ 0.3

65歳以上 △ 47 △ 0.2 0.1 65歳以上 446 1.1 0.4 65歳以上 430 1.1 0.5

 左京区  下京区  伏見区

15歳未満 △ 64 △ 0.4 △ 0.0 15歳未満 12 0.1 0.0 15歳未満 △ 727 △ 2.2 △ 0.2

15～64歳 △ 486 △ 0.5 △ 0.2 15～64歳 56 0.1 0.1 15～64歳 △ 996 △ 0.6 △ 0.2

65歳以上 354 0.8 0.2 65歳以上 △ 83 △ 0.4 △ 0.1 65歳以上 1,091 1.4 0.5

前年比 構成比の
増減

前年比 構成比の
増減

前年比 構成比の
増減

 


